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令和６年度 第１回新潟県スポーツ推進審議会 議事録 

 

１ 日時 

令和６年６月 13 日（木）10：00～12：10 

 

２ 会場 

新潟県庁行政庁舎１階 103 会議室 

 

３ 出席者 

  審議会委員 16 人のうち、14 人出席 

西原 康行  嶋田  愛 

 

青野 光子  細貝 和司 欠席 

平山 祐子 

 

若井 由梨 

 

渡邊 優子 

 

阿部 修  

星 枝里 

 

藤澤 裕二  

平野 英功  大森  豪  

栗原 康祐  小野塚 彩那 

 

本間 達郎 欠席 福崎 勝幸  

（敬称略） 
 

４ 内容 

  ・開会あいさつ 

・委員紹介 

・定足数確認 

・諮問 

・議事 

（１）次期新潟県スポーツ推進プランの策定について       

  ア 次期新潟県スポーツ推進プラン策定の概要について    

  イ 県民アンケート結果について              

  ウ 現プランの進捗状況について              

  エ 現プランの評価等について               

（２）その他 
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〇議事（１）次期新潟県スポーツ推進プランの策定について 

 

（事務局） 

資料１、資料２、資料３、資料４－１、資料４－２、資料５を説明 

 

（西原会長） 

 今ほど事務局から県民アンケートの結果、現プランの進捗状況、最後に評価についてお話

をしていただきました。これに基づいて、早速皆さんからご意見、ご質問あるいはご発言等

をお願いしたいと思っています。 

 先ほどご説明がありましたように、これから８年間の次期計画案になりますので、概ね８

年後というものを見据えながらという形になると思いますが、その辺を意識していただきた

いということと、特に次回は審議会のための論点整理をしたいと思いますので、今回は自由

にそれぞれ専門的なお立場からいろいろなお話をしていただければと思います。 

 それから参考資料で、今日お手元に持ってきていただいた方もいらっしゃると思いますが

スポーツ推進プラン、推進プランの概要、それから国の第３期のスポーツ基本計画、これは

2022 年から 2027 年までの５年間となりますが、配布していただいていますが、これらを見

ながらご意見を出していただければと思います。 

 どなたでも結構ですので、口火を切っていただければと思います。 

（大森委員） 

 アンケート調査と現プランの進捗状況と比較してお聞きしたときに、疑問に思った点があ

るのですけれども、県民アンケート調査ですと、この１年間の運動・スポーツの主な実施場

所は、道路とか自宅敷地内が半分以上を占めています。これは全国の結果でも同じというこ

となのですけれども、ただ、現プランの進捗状況を見ると、いわゆる総合型地域スポーツク

ラブというのは、新潟県は全国に比べて非常に数が多い、倍以上の数を占めているというこ

とになります。そうすると、なぜ、全国以上の、倍の数の総合型地域スポーツクラブがある

のに、実際に県民の方々は、スポーツを実施する場所としては道路とか敷地内なのだろうか。 

 これは、アンケート自体が 400 人という数が実態を表していないのか、あるいは総合型地

域スポーツクラブが、数が多いだけで、実は、いろいろ成果を示しておられますけれども、

それほどのちゃんとした活動をしていないのではないかということを思ってしまうのですけ

れども、その辺、いかがでしょうか。 

（事務局） 

 令和４年度にアンケートを実施しており、新型コロナウイルス感染症が５類になる前の段
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階でございまして、やはり、他との接触を避けて自分で道路等でジョギングなど、接触を避

ける形での運動が進んだのではないか推測しています。国も同じ傾向です。 

（大森委員） 

 それであれば、令和１年と令和４年との比較で、令和１年はコロナ前、令和４年はコロナ

の時になりますので、ここでがくっと落ちているというのが、実態を表しているのではない

ですか。なぜ変化がないのでしょうか。新型コロナウイルス感染症の影響をおっしゃるので

あれば、そうではないですか。 

 令和１年度というのはコロナの前ですよね。令和４年度はコロナが明ける前で、まだコロ

ナの影響が多分に残っていると思うのですけれども、実施場所を見ると、令和４年度で少し

増えているくらいです。いずれにしても、道路と敷地内が多いという結果です。 

（西原会長） 

 全国的な方向性というか、いわゆる新型コロナウイルスが影響しているかなと思っている

のですけれども、おそらくこれは、皆さん、ウォーキングとかジョギングを道路で楽しんで

いる方が非常に多いということがある。また、これは渡邊さんにお聞きしたいのですけれど

も、新潟県の総合型地域スポーツクラブは非常に充実しているのですが、実際、住民の参加

率というのは、大体１割に満たないのです。どのくらいですか今、大体。新潟県、かなり高

いですけれども、そんなに、全ての住民が総合型クラブでやっているわけではないわけです

よね。 

（渡邊委員） 

 そうですね。今の説明の中で、総合型クラブの成果がすごく高くなっているのですけれど

も、かたや、今先生がおっしゃったように、このアンケートにもあるように、スポーツって

なんでしょうかというところのとらえ方として体育施設に行って教室に参加することがスポ

ーツみたいなことがやはりどうしても大きいと思うのです。身近な場所で人が集まらないで

やるということを皆さんがコロナ禍でやったわけです。私たち総合型クラブも、ただ教室を

するので体育館に集まってということではなくて、もう少しアプローチの仕方とか、入り口

を、そこではないところに持っていっている総合型クラブもあるし、かたや、教室をします、

集まって、とやっているクラブもあるので、総合型クラブも二極化もしているのだと思うの

です。ただ、志向としてはそういうところが増えてきたので、総合型クラブのところはそれ

に準じて、もう少し広い視点で募集をしたりとか、やっていかなければいけないのではない

かと思います。ですので、ここの評価としては総合型は全国平均よりみんな上回っていると

いうことなのですが、実態は、やはり二極化している部分もあるしというところだと思いま

す。 
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（西原会長） 

 本来、総合型クラブに所属して会員となってスポーツをしてくれればいいけれども、実際

は、住民でもそんなに多いわけではない。そうした人たちが多分道路とかでランニングとか

ウォーキングしているのだろうなという想像ですね。 

（渡邊委員） 

 全国で総合型クラブが 3,000 クラブくらいあって、先ほどの説明で、登録・認証というの

が昨年度から始まったのですが、３分の１しか登録していないのが現状です。それは、基準

を満たさないとか、する必要がないとかさまざまです。新潟県は、クラブを推進拠点とか地

域との結節点と位置づけていただいて、本当に総合型クラブを支援していただいているので、

とても恵まれた環境ではあると思っています。 

 そのような中で、先ほどの部活動の地域移行が今全国的にそういう取組みをされているの

ですが、今、スポーツ庁のアドバイザーで全国いろいろ行っている中で、どうしても中学生

の部活動という、すごくピンポイントでとらえている都道府県、市町村が本当にたくさんあ

って、これは何のためにするのかと考えると、やはり子どもたちとか、ひいては生涯スポー

ツまで含めた、継続して楽しいスポーツができる環境を作ることが目的なのですけれども、

どうも目先の、地域移行をしなくてはならないみたいなところに目がいっているのが実態で

す。 

 そのような中で、やはりこれを契機として、中学生だけではなく、子どもから高齢者まで

とか、障害のあるなし関係ないインクルーシブな環境とか、または競技志向とか楽しみ志向

とかいうことでもなく、なにか、これを考えるいいきっかけになるのかなと思うのです。そ

れを、総合型クラブもそうですし、地域の競技団体もそうですし、せっかくの機会なので、

それで、改革をしていくということが本当の部活動改革ではないかと思っていて、そのこと

を新しいプランの中にも盛り込んでいけたらいいのかなと思います。 

（西原会長） 

 ありがとうございました。そうなると、今、部活動の地域移行という名前ではなく、新た

な子どもたちのスポーツ環境であるとか、いわゆる志向性ですよね、競技力向上もそうだし、

楽しむスポーツもそうですが、一貫してそういったものを、新たなスポーツ環境を作ってい

くということをやはりコアにしていただいていくことも大事だと思うのです。 

 ほかにいかがでしょうか。ご質問などでもけっこうです。 

（小野塚委員） 

 今の地域移行についての質問なのですけれども、前回ももしかしたら少しお話したかもし

れないのですけれども、地域移行された講師の方に対してというのは、ボランティアでお願
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いしている感じなのですか。 

（事務局） 

 講師の謝金につきましては、各自治体でそういった制度を作っているのですが、基本的に

は謝金、報酬という形で支払いをしている自治体が大半を占めています。中には、ご自身の

判断でボランティアという方もいるという話は聞いております。 

（小野塚委員） 

 ざっくり客観的に話を聞いていて思ったのですけれども、地域移行されて、謝金もいただ

いている方たちもいらっしゃると思うのですけれども、指導者がいなくなっていったりとか、

スポーツに触れるということ自体の機会みたいなことが、全体的に、地域移行に移行してい

くとかも含めて、先ほどの４－２の資料とか、スキーに関してのところに私はけっこう注目

したのですけれども、地域観光資源も含めて、触れる機会というのがすごく少なくなってき

ている部分がある中で、もっと根本的な、底辺を広げるような動きが、スキーだけではなく

て、ほかのスポーツも必要なのではないかということを非常に感じたのですけれども、その

辺というのは、地域、各自治体とかではなくて、新潟県として、例えばそういう予算をつけ

てこういうふうに広げてくださいというような形とかというのは、現状、プランとしてあっ

たりとかするのですか。 

（事務局） 

 今ほどご指摘いただいた裾野の拡大というところですけれども、地域移行の話もあり、や

はり裾野の拡大を図らなければ、我々としても、県としても、トップアスリートまでにいく

までの選手というのは出てこないという可能性もその後懸念されるところであります。つい

ては、生涯スポーツとか競技スポーツにそれぞれ進む道というのは出てくると思うのですけ

れども、まずはやはり、県内のお子さんたちに、スポーツは楽しいと思ってもらえるような

裾野の拡大の取組みを、今、まさに進めているところです。今年度の新規事業として、まさ

にスキーの裾野の拡大ということで、県スキー連盟の皆様と連携しながら図る予定になって

いますし、スキー以外のところも、各競技団体や県スポーツ協会、関係団体の方と意見交換、

協議しながら進めていかなければならないというような認識であります。 

（小野塚委員） 

 実際、私自身も新潟日報さんのイベントでゲストとしてウォーキングイベントとかに参加

したことがあるのですけれども、それはけっこうすぐに定員が埋まってしまうようなイベン

トで、すごくすばらしいなと思いましたし、ゲストとして参加させていただいた身としても、

地域の方たちとかとも交流ができて非常にすばらしいイベントだなと思ったのですけれども、

そのきっかけとなるイベントが非常に少ないのではないかと思っていて、ウォーキングにし
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ても、子どもにしてもスポーツをやるきっかけというのは非常に大切だと思うのです。スケ

ートボードもそうですし、サッカーにしても、水泳にしても、県内にいるアスリートもそう

ですし、そういうきっかけを作れるようなイベントごとを増やしていく、要は、新潟県とか

はあまり馴染みがないかもしれないのですけれども、ラグビーとか、そういうものをやるき

っかけがないと、多分、スポーツは始められないのではないかと思っていて、そういうイベ

ントを数として見ていくと、やはり人数が少ないとかいうようになってしまうと思うのです

けれども、きっかけづくりを増やしていくということが、子どもたちを増やすきっかけにな

るのではないかと思いました。 

（事務局） 

 少しご紹介で、今、裾野づくりの中で、委員おっしゃったように、きっかけということは

非常に大事だと思っていまして、我々の事業の中でも、親子で体験してスポーツに取り組も

うという事業に対して支援を出したりといったことにも取り組んで、競技団体と連携して体

験教室とかもやってもらったりとか、先ほど紹介していたアプリ（県の健康・ウォーキング

アプリ）を普及させて、新潟市がいろいろ企業参加を募って、企業がチームを組んで競わせ

たりとか、チームを組まなくても、地域で、歩いたことによってポイントを付与して、お店

へ行ったらいろいろな割引とか特典を付与するようなインセンティブを与えるウォーキング

アプリを作って、我々県としてもアプリ内でイベントをやりたいということを考えておりま

すけれども、いろいろな角度からきっかけづくりをしていくことも大事かなと思っておりま

す。 

（西原会長） 

 小野塚委員がおっしゃっていた、いわゆる指導者の問題ですね。部活動が地域に移ったと

きに、地域の中に指導者がいないであるとか、あるいは、いわゆる指導者の謝金の問題であ

るとか、そういうこともやはり、先ほど渡邊委員からもお話があったように、今、実はいろ

いろな課題があって、なかなか謝金が払えない、指導者が不足しているということがあると

思うのですけれども、これから部活動が地域に移っていって、新たなスポーツ環境ができた

ときには、やはり自走していくということが大事であったりとか、あるいは受益者負担で、

必ず指導者にはきちんと謝金をお支払いするということを目指しているので、徐々にではあ

るのですけれども、やはりそういう方向を示していかなければいけないのだろうと思ってい

ます。 

 それから、今言った、多様なスポーツの経験というのは部活動の地域移行の中にも入って

いると思っていて、やはり子どもたちが今までの部活動の種目ではない新たな種目であると

か、体験したことがない種目をさまざまできるようなイベントとか、そういうことはすごく
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大事なのではないかと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（阿部委員） 

 今までのお話に関連したりすると思うところが何点かあるので、お話させていただきます。 

 まず、アンケートを見て、スポーツということについてのとらえというか、スポーツのも

つよさの啓発も含めて、スポーツって何だろう、どう関わっているのかというところを、ど

のように県民の皆さんがとらえ、活動しているのか、例えば人生や生活を豊かにしたり、自

己実現を図るというところまではまだ十分ではないのかなというような印象を受けました。 

 それから、アンケートの中で、小学校と中学校の比較があり、中学校の女子小学校より、

運動が嫌いだという結果が以前から言われます。中学校も、運動好きを増やすような授業を

展開しているのですが、様々な要因（授業のみならず、スポーツ・家庭環境、思春期など）

があると思っています。小、中、高、あるいは多様なそれ以上の世代で、自分はスポーツっ

て好きなのか（、求めるものや、環境、関わり方、考え方）など多角的に、クロス集計など

したアンケートを基礎資料として取ったらいいのではないかと思いました。 

 それに伴って、幼児期のスポーツ、運動遊びはとても大事だと思っていて、以前、委員を

した時も同じ話をしましたが、今、課長がおっしゃったように、保育の場での機会を作って

もらったりとか、親御さんへの啓発などしていただいていますので、親の責任という意見も

ありますが、親御さんもスポーツしていない方もいますので、啓発と合わせて、公的な機関、

民間で拡充していただけるとありがたいと思っています。 

 また、中学生の部活動は少子化（、子供のニーズの多様化、教職員の働き方）等で以前の

ような活動は難しい状況です。そうした状況で住んでいる場所、金銭的というか経済的な問

題もありますが、子どもたちが自分がやってみたいな、企画したいなというスポーツやイベ

ントをぜひ、スマホ、ＳＮＳも使いながら、検索、発信、参画できるような仕組みがあると

いいと思います。 

 お話を聞いて思った中で、（多様な世代や多様なニーズに対応し、）普及と強化を進めるに

は、総合型クラブにこれからの可能性はあるのかなと思っていて、一層普及と強化を一体化

してやっていく必要があるのではないかと考えています。普及は普及、強化は強化でばらば

らに進めるのではなく、単一種目ではなく、多様な種目からウインタースポーツ競技まで同

一クラブで幼少期から行うなど、それぞれがそれぞれでやっていくよりも、（多様な専門性を

もつ方や組織が）チームを組んで進めていくということが、重要になっていくのではないか

と考えます。 

 学校としても、部活動が縮小していく中で、学校の授業が終わった後の放課後の活動はや
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はりあるわけなので、子どもたちが主体的に放課後の活動を自分で考え、創造していくこと

も、非常に大事だと思っていますし、皆さんと共有しながら進めていく必要があると考えて

います。 

 前回の委員をしていたときに、ウインタースポーツについて、今、お話を聞いたら、数年

前よりも県の方々もすごく力を入れてきてくださっているのだなということも分かりました。

ぜひ、これからも新潟県のウインタースポーツが一層活性化、活躍できるようにしていって

いただきたいと思っています。 

 感想も含めてお話ししました。 

（西原会長） 

 まず、小、中、高の子たちの実態のデータを少し詳細に調べたほうがいいのではないかと

いったことであるとか、幼児期の運動遊びですとか、あとは、強化と普及の壁をなくすとか、

あるいは、子どもたちが主体的に動けるような、そういう活動をやっていったほうがいいの

ではないかということで、委員からお話いただきました。阿部委員も実際にクラブを立ち上

げる用意をされているようなので、ありがとうございました。 

（平山委員） 

 行政の立場から何点かお聞かせいただきと思います。アンケートの件です。今年度またア

ンケートを取られるということなのですけれども、アンケートとこの次期計画との整合性、

また審議会とのかかわり、これについてまずお聞かせいただきたいのですが、いかがでしょ

うか。 

（事務局） 

 県民アンケートの実施についてということなのですけれども、こちらについて、県の広報

広聴課というところでテーマを決めてアンケートを実施しているのですが、ほかにもアンケ

ートを採りたいという候補がいくつかある中で、何とか調整させていただいて、７月に実施

し、早くて９月くらいに結果がまとまるというような状況になっております。今もっている

データが最新のものではないということで、国のスポーツ庁のほうの調査と比較もしながら、

データとして活用するのに不適切ではないというところも検証しながら、現時点では令和４

年度のものを使わせていただいているのですが、令和６年度の結果を踏まえて、計画の骨子

などを作るときに反映していきたいと思っております。 

 次の計画を策定していくにあたっては、国のスポーツ庁が実施している意識調査のデータ

も参考にすることはできると思っておりまして、そちらも令和４年度からサンプル数は増え

ているところですので、そういったものも参考にしていきたいと考えております。 

（平山委員） 
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そうしますと、今年度使うアンケートの調査結果でもって、計画に反映していくというよ

りかは、いろいろな要素を持ちながら次期計画を考えていくということでよろしいでしょう

か。 

（事務局） 

 おっしゃるとおりです。 

（西原会長） 

 青野委員、今ほど阿部委員から幼児期の運動遊びの話がありましたが、先生はご専門なの

で、何かありましたら。 

（青野委員） 

 皆様方もご認識されているかと思いますけれども、小、中、高の運動能力測定というのは

全国的な取組みというのは 1964 年からずっと行われてきておりますが、幼児期に関しては、

一部の幼児教育の先生がかなり昔からやっておられます。幼児期というのは、小中高にあが

る前の、特に、一番、運動の志向性、好きになるか嫌いになるかのすごく大切な時期なので

す。特に、以上児さん、３歳、４歳、５歳児、年少、年中、年長、特に年中、年長くらいに

なりますと、子どもが与えられた遊び環境によって、運動が好きになるか、嫌いになるかの

大きな分かれ目と私たち幼児教育関係者は認識しております。 

 県でも、県スポーツ協会を中心に指導者養成、専門人材養成という取組みをされてきまし

た。ついこの間なのですが、新潟市もいよいよスポーツ庁の応募に腰を上げてくれたという

ことで、ああ、よかったなと思ったのですが、残念なことに、スポーツ庁の申請には通らな

かったということで、多分また来年、トライされるかと思うのですが、各市町村の取組みが

とても重要かと思います。前にも私もお話したかと思うのですが、やはり県という組織とい

うのは、新潟県内を総括するものですので、県の教育委員会、そこでの取組みを一生懸命や

っているというところを各市町村に伝達していただいて、各市町村も幼児期が大切だという

ことで、三条市などはもう５、６年前から先立って取り組んで、私も関係いたしましたけれ

ども、県での姿勢として幼児期はやはり遊び、運動遊び、外遊び、その大切さをしっかり発

信していただくようなイベントとか研修会、保育者研修会も含めてですけれども、そういう

ところで先頭を切っていただくことが大切で、今後の８年間の計画の中に組み入れていただ

けるとよろしいのかなと思います。 

 文部科学省から幼児期運動指針というものが出されまして、2012 年ですのでもう 12 年も

経っておりますが、その実施状況というのが、私がちょうど３、４年、５、６年経ったくら

いに１回、個人的にアンケート調査を採ったことがありますが、そこでも各自治体、特に公

立園などで、教育委員会の認識がなされていないアンケートだと、あまり答えられませんと
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いうようなアンケート結果がきて残念に思ったりしたのですが、その辺も県で取り組んでい

らっしゃれば、子どもたちの幼児期の運動に関するいろいろなアンケート、取組み、そうい

うデータも小中高に負けないくらいのデータが出されると、より県の認識が高まる、県全体

の幼児期の運動が大切、それが将来の運動の好き嫌いに、そしてそれが生涯の健康そのもの、

一生涯の健康を支えるものになるというところが示されるかなと思います。 

 私も新潟に来て今年 15 年目になりますが、こういう会議で何回もお話ししていますけれ

ども、冬場の雪があるということは、特に関東圏などだと雪になかなか恵まれないわけです

が、先ほどもイベントが大切というお話もありましたけれども、子どもたちの雪上の運動会

とか、雪合戦大会とか、冬場はどうしても家に閉じこもりがちになりますので、雪で遊ぶイ

ベントをするとか、スキー場関係の施設等の開放とか、そういうところにも少し予算を取っ

ていただけるとありがたいかなと思います。 

 冬のスポーツもなかなか、その場所に行くには親の理解があったり、交通機関についても、

車に家族で行ったりすると、親の経済的な格差というものがやはり大きくなるかと思います

ので、スポーツや運動経験の環境、豊かさというのは、親の経済格差によって差が出てしま

うというのはやはり問題であると考えています。貧困の問題にもかかわってくるかと思うの

ですが、それも研究もされておりますので、誰でもどこでもいつでも、遊び環境に接しられ

て、将来、自分の健康を支える運動好きになる子どもをどんどん増やしていくということが、

ひいては日本中の子どもたち、中高年になっても健康に過ごせる、平均寿命もどんどん上が

っておりますけれども、そこにつながってくるのかなと思います。 

 それから、子ども以外でも、高齢者の問題にもとても興味がありまして、そこのお話もい

いでしょうか。高齢者のイベントとしましても、各自治体の、公民館活動とか健康体操クラ

ブとか、いろいろ取り組まれていると思うのですけれども、そこにも、やりがいづくり、イ

ベントという形で、せっかく健康体操とか健康スポーツとか、健康ダンスとか、フラダンス

とか、いろいろグループが活動されていますので、そういう目標を持たせるためにイベント

を作っていただくと、ありがたいかなと思います。 

 私は体操を専門に、一般体操のほうですけれども、競技ではない体操、リズム体操をやっ

ておりますが、そういうグループなども、いろいろな自治体のところで有志のグループなど

もできており、そういう人たちが、将来にわたって自分の成果を発表できる場を、できまし

たら自治体の方で、スポーツ協会も含めて、イベントづくり、頑張った成果がそこで発表で

きる環境づくりが大切だと思います。その点において、ヨーロッパやドイツでは、世界的に

そういった発表の場があるのですけれども、競技を意識しないで、普段の身体活動の成果を

発表するような場所が有ると良いと思います。現在、ウォーキングなども盛んに行われてい
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ますが、そういうイベントを新潟日報主催で私も見ましたけれども、あのようなイベントが

あれば、わっと集まるということで、やはり、主催側がうまくイベントを作り上げていただ

き、それに県民の方がたくさん参加されるということが大切かなと思いますので、ぜひよろ

しくお願いしたいと思います。 

（西原会長） 

 改めて、幼児期の運動遊び、それから高齢者です、この辺りを対象としてものを意識して

というお話かと思います。ありがとうございました。 

（平野委員） 

 私から２点、質問があります。 

 １点が、オリンピック競技であっても国スポ種目ではないとか、国スポ種目であってもオ

リンピック競技ではない、または県スポーツ協会に加盟していても国スポ競技ではなかった

とか、さまざま競技団体の事情があると思うのですが、次世代育成として、いろいろな補助

をいただいたり、環境を作っていく際に、国民スポーツ大会に紐づいているような団体がベ

ースのことがほとんどのように思います。このスケートボードやダンスを含めた競技は、国

スポ種目ではない種目もたくさんあります。先ほど小野塚さんが言ったような、スキー連盟

の中ではスキー種目のみで、スノーボード種目もオリンピック競技ですが、国スポ種目では

ないような場合もあります。それによって育成の予算の割り振りなどに影響することがあっ

たりすることで、次世代育成またはこれからのニーズなども含めて、この新しいスポーツに

合う制度なのかどうかということを、県に確認したいです。 

 もう一つは、スポーツは、とても壮大で、健康志向のものであり、また、トップアスリー

トを目指すなどいろいろな形があると思うのですが、それらによって環境も違います。先ほ

どのデータから見ると、子どもたちのスポーツ離れといっているところもありますし、とは

いえ、オリンピック競技種目では低年齢化したメダリストがたくさんいるというようなとこ

ろもありますので、問題も一つの括りにはなかなかできないのかなと思うところもあります。

例えば、学校教育の一貫であったり、環境、観光、また障がい者の方たちとの連携であった

りということも、本来、アスリートの心を健康にするためは必要なことだと思います。そう

したことを視野に含めるとさらに壮大になっていくわけですが、そのところが、これからの

スポーツ選手、アスリートにも求められていることだと思いますし、横串をさせるような行

政の体制であったり、庁の体制というところも必要なのかなと思ったりしています。 

 アーバンスポーツを一括りにすると、すごく環境に密接になっています。例えばスノーボ

ードでいうと、温暖化が続いていて雪がなくなるとその競技自体がなくなるとか、サーフィ

ンも、南極、北極の氷が解けていくとサーフポイントがなくなってしまうなど、スポーツと
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地球問題は、すごく密接に関係しているということをアスリートに知らせたい、また、一緒

に考えていく、ということも必要なことだと思っています。魚沼など、スキー場も雪国、新

潟の観光の１つだと思いますので、そういうところを含めて全体的に考える立てつけになっ

ているのか、それともスポーツという単形で行っていくのかということは、もう少し整理が

必要なのかなと思っていました。その点についてもご意見をお聞きしたいと思います。 

（西原会長） 

 事務局、お願いします。 

（事務局） 

 一つ目の、いわゆる選手の育成の仕組みというところなのですけれども、やはり今、前回

の競技力向上に関する指標で、国スポ 10 位以内という、いわば国スポありきというところが

指標になっているというのは、まさに仕組み上の話から入るというところがあると思います。

スポーツ基本法で、競技力向上を推進するというところにおいては、第 26 条で国民スポーツ

大会を国と日本スポーツ協会と開催地で共同で開催することによって、総合的な運動を推進

するというようなことがうたわれています。それをもって日本スポーツ協会でも定款で、一

つ目の事業として国民スポーツ大会ということをうたっているということから、国レベルで

そういう仕組みがあるというようなところがまず第一、前提になっているところで、我々と

しても、国スポというものが成果指標になっているのですけれども、一方で、ご指摘のとお

り、新たな、多様なスポーツというような観点で我々考えていくというようなことで、やは

り県スポーツ協会に加盟がある団体だけ支援すればいいのかとか、あるいは、「多様な」とう

たっているうえで新たにできた団体にどのように支援していくのかとかいうようなところと

いうのは、これからのプランを考えていただくうえでは、非常に、成果指標も含めて大事に

なってくるかなという認識であります。 

 ここでこうだというような発言も私自身なかなかしにくいのですけれども、これから求め

られる多様なスポーツということも含めて、どのような支援のあり方がいいのかというのは、

当然、県スポーツ協会とも議論していかなければならないし、国民スポーツ大会ありきとい

う育成の仕組みというのが果たしてどうなのだろうということは、当然、議論の中に入って

いくのかなという認識であります。 

（平野委員） 

 その中で、先ほど小野塚さんも言っていた、ハーフパイプというのは、スキーの中のフリ

ースタイルということなのですが、せっかく魚沼でハーフパイプがあるので、観光に繋げた

り、海外の人、県外から来た人たちとのスポーツの育成など、何か、また違った立てつけの

補助金の観点であったり、我々のスケートボードもそうですが、観光連携などを意識してい
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ろいろな課と連携を取ることが必要なのかなと思っています。新潟の特徴、特色にあったも

のをオリジナリティで作れればいいなと思います。 

（西原会長） 

 福崎さん、観光、コミッションでもしお話があれば。 

（福崎委員） 

 関連して、少しそれてしまうかもしれませんが、いいでしょうか。 

 地域の連携によってスポーツによるまちづくりや交流人口の拡大、地域の活性化に取り組

むということであります。私どもも、あるいは他の団体もアスリート養成、競技力向上から、

普及、あるいは地域のためにさまざまな活動をしていると思うのです。確かにここに書かれ

ているとおり、取り組んだ、よかったねというのはいいのですけれども、実際に、どういう

団体が活性化、まちづくりに取り組むのですかというところが実は明確ではない。私どもが

活動をしていて、行政とやり取りをしてもなかなか私どもが活性化に取り組んでいる団体で

あることを理解していただけない。あるいは、理解しても全く違う方向の理解であるとか、

まちづくり、活性化というものに取り組むということはなかなか厳しいなと思っています。

ただ、スポーツというのは大変な資源であって、魅力があって、皆さん方お一人お一人が思

いをどんどん出していけば、これはエネルギーですから、人を呼び込むエネルギーとして非

常に魅力的だと思うのです。ただ、それをまとめ上げる力といいますか、どうやってこれを

まとめ上げるのかというところが、なかなか見えてこない。この辺を、県の方々から支援を

いただいて、まとまりを作る支援をしていただくということをお願いできれば、きっと楽し

いことになると思いました。 

 私は平成 20 年にスポーツコミッションを全国に先駆け立ち上げ、今、全国で 200 か所く

らいになりました。その中には、いわゆるイベンター的なことをやっているところもありま

す。いろいろな事業をやっています。でも、最終的には地域を活性化ということを目指して

いるのだなと、私なりには理解しておりますが、その辺を、共通理解のもとで進めていく団

体（例えばスポーツコミッション）があるといいなということをすごく感じています。 

（西原会長） 

 平野委員からご質問があったように、スポーツだけにとどまらず、まちづくりであるとか、

例えば環境問題であるとか、あるいは観光というところに広範におよんでくるものなので、

そういうものをやはり次のときに、実はここも、平成 28 年のときの中には実はそういうもの

を全て盛り込んだものがＡ３で見開きになっているのですけれども、入っているのです。や

はりこれを踏襲していくことがすごく大事だし、スポーツだけにとどまらず、まちづくりと

か観光とか、いろいろなところまで広範に広げていくということはすごく大事なことだと思



- 14 - 

 

うので、ぜひそれを作っていければいいなと思っています。 

 福崎さん、そういうものを評価できるようなものとかがあるといいですね。確かに今回は、

例えば観光客がどのくらい来たとかいうものもあると思うのですが、そういったスポーツ以

外での評価というものがあるといいですよね。 

（福崎委員） 

 今、スキーですとかサイクリングですとか、皆さん、注目されている種目があると思うの

ですけれども、地域ではなかなかそういうことに取り組めないのです。自らが新しい視点で

スポーツ的なものを生み出していく、それに伴ってどのような効果、例えば経済効果がどう

なのか、社会的効果がどうなのかという、それぞれの地域でしっかりと検証して、効果があ

ったかどうかを評価してあげることによって住民の意識が高まってきてまいります。そんな

ふうに思っています。 

（西原会長） 

 プロのお立場から栗原委員いかがでしょうか。 

（栗原委員） 

 アルビレックス新潟の栗原と申します。本日はありがとうございます。 

 今、皆様のお話をいろいろとお伺いさせていただきまして、我々プロスポーツ団体として

何ができるのかなというところはずっと考えているところなのですが、見るスポーツという

ところで、今、ご支援、いろいろなご後援をいただきながら活動をさせていただいているの

ですが、それだけではなくて、やはりするスポーツというところに対して、我々プロスポー

ツ団体としてどのように協力ができるのか、ご支援ができるのかという部分も、また我々と

してはこれから考えていかなければいけないことなのだろうとずっと考えてはいるのですけ

れども、さらに考えていかなければいけないことなのだろうと思います。 

 ありがたいことに、私どものホームゲーム、大体年間 20 試合くらいあるのですが、それは

我々は興行としてゼロイチでやっているのですが、多くの皆さんに来ていただけますので、

そこには、小さい方々もいらっしゃれば、ご年配の方々もいらっしゃいます。そういう方々

が、試合を観戦するだけではなくて、少しスポーツをしていただくとか、体を動かしていた

だくというような場を、ご支援をいただきなら作っていくということができれば、県民の皆

様の健康づくり、スポーツをしていだくというところのきっかけにはなるのではないかと考

えております。そこからは中体連・高体連の先生方であったり、地域のスポーツクラブの皆

様の、当然ながら日常でのご尽力があると思うのですが、我々としてはそのきっかけとして

いろいろなスポーツに触れていただくという場をプロスポーツクラブとしてやるというよう

なことが、何かできることがあれば、より、新潟県オリジナルのような、分かれた形ではな



- 15 - 

 

くクロスした体制づくりというか、できるのではないかというふうには、今、話を聞きなが

ら考えておりました。我々も、サッカー興行をしているのですけれども、関連して、試合に

来ていただくときのアクセスの問題であったり、いろいろ抱えております。例えばウォーキ

ングのイベントをやろうかと考えたりすることもたくさんあるのですけれども、我々の課題

もはやり指導者であったり、どこにご相談申し上げればいいのかというようなところをすご

く悩んでおりますので、そういった指導者の方々だったり、支援体制みたいなところを、例

えば県として、こういう場所があるよというような形で整備していいただくというようなこ

とがあったり、情報としてご提供いただけることがあると、我々としては大変助かるなとい

うふうに考えておりました。 

（西原会長） 

 プロスポーツイコール興行というとらえ方ではなくて、やはり共益性とか公益性とか、子

どもの育成とか、そういったところにまで幅広く協力していただくということですね。あり

がとうございました。 

（大森委員） 

 何回かこの会に出させていただいて、ようやく課題解決のところにスポーツドクターとか

医科学の内容が盛り込まれて、非常にありがたいと思っています。ただ、これからいろいろ

なことが実施されていくにあたって、どうしても一番危惧しているのは、新潟県は非常に広

いので、医療の質とか医療の提供に偏りが出てはいけないということを考えております。例

えば部活動の地域移行に関しても、先ほど市町村に委託するといいましたけれども、市町村

に丸投げのような状態になりますと、受け入れる側の市町村のいろいろな状況によって、必

ず、医療の内容とかそういうところの連携がとれなくなってくるので、そういうところに偏

りができないように配慮を願いたいと思っております。 

 もう一つ、アスリートのサポートに関しても、現在、私どもは、我々、スポーツ庁との連

携で、ＨＰＳＣ（ハイパフォーマンス・スポーツセンター）の関係で、新潟スポーツ医・科

学コンソーシアムという組織を作り、新潟県で活動をしておりますけれども、そのときにや

はり一番考えているのは、トップアスリートの医科学サポートに関しても、新潟市とか長岡

市とかの大きいところだけにいるアスリートがいいサービスを受けることができて、実際に、

山間地とかそういうところに離れてしまうとなかなか辛いという状況がやはりあります。特

にウインタースポーツとかでそういう状況は聞いております。それで、今考えているのは、

中越あるいは上越にスポーツ医科学のアスリートをサポートできる拠点を作って、そういう

ところからサービスを展開していけないかということを考えておりますので、一般的な裾野

の広がりと、アスリートの支援、両方をみて、医科学支援に偏りがでないような形で、我々
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も県の医師会とかと連携してやっていきたいと思いますので、県のほうも、そういう方面に

対するご配慮をぜひ心にとめて、いろいろな活動を行っていただきたいとお願いしたいと思

っております。 

（西原会長） 

 大森委員には、スポーツドクター協会の、全県におけるネットワークを作っていただいた

り、コンソーシアムも作っていただいて全県的なネットワークを作っていただくということ

でやっていただいているので、引き続き、またそういうところもきちんと盛り込んでいただ

くということはすごく大事なことだと思います。よろしくお願いします。 

（小野塚委員） 

 今、大森さんからもあった上越とか中越に作るような施設がもしできた場合に、先ほど平

野さんがおっしゃっていたみたいなアーバンスポーツというのがけっこう入っていきづらい

というか、全部オリンピック種目になっていたとしても、オリンピック種目になっていない

種目の選手もいるのに、そういう方たちが使えないような印象がけっこう強いので、そうい

うこともなく、いろいろな競技の方がそういう施設を使えるようなシステムづくりを期待し

ています。もう１点なのですけれども、先ほど平野さんがおっしゃった環境問題のお話です。

私もウインター業界に直接かかわっている人間として、今、白馬村とかですと、再生可能エ

ネルギーで全てリゾートを動かそうという動きになっていたりとか、そういうのが、観光も

そうですし、村全体とか、訪れる人たちの意識がかなり変わってきていて、そういうところ

は、観光とかスポーツに触れるというところにも非常につながっていますし、そういうとこ

ろも、県として推進していっていただきたいです。新潟県の観光政策アドバイザーもさせて

いただいているのですけれども、その中で、やはり冬場の観光依存といいますか、どうして

もインバウンドが多くなっているという印象を非常に受けているのです。インバウンドの方

たちに来ていただくというところは観光としては非常に大事だと思うのですけれども、地元

の方たちだとか新潟県にお住まいの方たちがもう少しスポーツに触れられるような機会を設

けることもその場で提案をさせていただいたりとかもしたのですけれども、もう少ししたら

雪が降らなくなってスキー自体もできなくなっていくという危機感を、例えばですけれども

子どもたちに伝えながら、雪を大切にしていこうねというところでスポーツにつなげていく

とか、実際、雪に触れない子どもたちでも、それが水になって自分たちの生活を支えている

んだよというところまでしっかりと伝えてあげられるようなシステムができあがったうえで、

県としてそういうものを共有していただけたらうれしいなと思いました。 

（西原会長） 

やはり雪、それからスキーとかウインタースポーツを中心というか、新潟県ならではの俯
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瞰というのは大事だと思います。これから環境ということも考えていかなければいけないこ

とですし。 

 観光については、実は、新潟県は観光文化スポーツ部という組織になっていますので、観

光については当然一体となって考えていくということなので、そこは素晴らしいものができ

るのではないかと思っています。 

 星さん、バスケットボール協会の立場ですが、コミッションの立場でインバウンドで何か

もしあったら。 

（星委員） 

 今けっこう相談も多いのが、やはり、海外とのスポーツ交流の相談をかなり受けていて、

新潟市文化スポーツコミッションが本業でバスケットボール協会の理事をやらせてもらって

いるのですけれども、ほかの団体を受け入れる団体が脆弱であったりとか、競技団体の横の

つながりがなかなか広くなっていないというところもあって、施設が新潟市は限られる環境

があって、施設が取り合いになるのです。そうすると競技団体の方が一体化していないと、

自分たちさえよければいいということがどうしても先行してしまうので、そういった競技団

体の方の横のつながりがもっと強くなるような体制が作れると、受け入れ体制の強化にもつ

ながるのではないかと思います。 

（西原会長） 

 大森委員、先ほど小野塚委員からありましたが、いわゆるスポーツ医科学のサポート支援

ですが、これは私もよく大森委員と話しますけれども、県によってサポートが違いますよね。

マイナーな競技とかアーバンスポーツとか、なかなか医科学的な支援ができないのですけれ

ども、そういうことがネックになっているもの、なぜそうなっていると考えますか。 

（大森委員） 

 いろいろな要素があると思いますが、重要なのはやはり予算です。スポーツ医科学はメデ

ィカルチェックとか、アスリート支援とか、治療とか、様々な活動が必要になります。さら

に、成長期の選手の場合には年代を経て成長していくところを見守っていかなければなりま

せん。そうなると一定の経費が必要になるし、さらに各競技団体の予算規模が問題になりま

す。今までの傾向を見ても、１回は趣旨を理解して協力していただけるのですけれども、そ

れが１回きりで、もう次の年にはできない。その一番の理由は経済的な理由。そうすると長

続きしなくて、結局、一定の効果が得られない。そこがやはり私が感じている大きなネック

です。 

 かつては、年配のスポーツ指導者の方には、スポーツ医科学に力を入れると競技力が向上

しないのではないかというような考えをお持ちの方もおられて、そういうことが少しネック



- 18 - 

 

になったこともあったのですけれども、昨今、年配のスポーツ指導者の方も、医科学に対す

る理解が非常に高まってきて、必要性は理解しておられるのです。ただ、現実的にそれをや

ろうとすると、やはり予算的な面が壁になるということが現実的な問題と考えています。 

（西原会長） 

 そこが推進プランの中でどこまで盛り込めるかということは難しいと思いますが、先ほど

青野先生から、経済格差によるスポーツ、いわゆるアクセスの問題もあるし、あとはＮＦ（中

央競技団体）の格差によって支援を受ける、受けられないということがあると思いますが、

難しいですね。 

（平野委員） 

 アンケートで、スポーツという言葉から連想することというので、２番に、「必ずしも勝敗

や記録の優劣などを競い合わない運動」というところが 73.5 パーセントと伸びてきたとお

り、スケートボードやダンスを含めた、アーバンスポーツが、このスポーツ離れというとこ

ろから支持され、オリンピック種目になっていったというような流れでもあるのではないか

と、私見ですが、そう思います。そういう意味では、東京オリンピックで皆さんスケートボ

ードという競技を見ていただいたと思うのですが、本来のスポーツであれば、負けて悔しい

とかあると思うのですが、現代では、みんなで喜びをシェアしたい、または、負けていると

きも一緒に慰め合うような形があるように、スポーツの概念もだんだん変わってきているよ

うなところがあるように思います。新しい競技が、子どもたちのニーズに合わせたりとか、

または既存にあるスポーツがいろいろな形で変化していく中で、国民スポーツ大会という縛

り、先ほどの補助金関連など、なかなか今の国の形、ＪＯＣの加盟団体、オリンピックの加

盟団体であったり国スポの加盟団体という点や、各市町村に支部をピラミッド型に作ってい

かなければいけないという形が必要になる点など、新しい競技団体というのは、その地域に、

毛細血管のところまで支部を作れないというのが現状であり、大きなハードルとなっていま

す。少子化でもありますし。ですから、そういうところは、スノーボードだったらＳＡＪ（全

日本スキー連盟）さんと一緒にやったりとか、または、我々、スケートボードはローラース

ポーツと一緒にやったりとか、既存の団体に吸収されていくような傾向にあります。 

 かたや、指導者不足問題であったりとかＤＸ促進というところも、スポーツの中では進め

ていきながら、コンプライアンス、ハラスメントなどを含めて、いろいろな形で今の形にな

ってきていていると思いますので、今こそ、現代に合った形に変えていかなければいけない

ときなのかなということを切に日々思っている状況です。 

（西原会長） 

障害者スポーツの嶋田さん、よろしいですか。 
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（嶋田委員） 

 きっかけづくりという形で、今回も多くの場面できっかけというお話が出てきたかと思う

のですが、ほかのスポーツと一緒で、障害者スポーツもきっかけづくりが大事だなと思って

おります。外に出るには、やはり一般の方でもハードルがある中で、障害のある方にとって

はなお外に出てスポーツをするということ、身近な地域でスポーツができる環境というのが

やはり大事になってくると思います。 

 先日、私の娘が行っている小学校から依頼があって、１月１日にあった地震で避難所にな

ったのに、近くにある施設の方々が学校に来たことがなく、トイレの場所も最初わからなか

ったということがあり、学校に来るきっかけづくりのためにボッチャをやってほしいという

依頼がありました。どういう方法で案内をしたかというと、地域の方の目に触れるゴミステ

ーションに、こういうイベントやるので来てくださいとポスターを貼って案内するという方

法と、学校メール、あとは地域の福祉施設等に声をかけて、大体 60 人くらい集まって、みん

なでボッチャをやりました。これもひとつのきっかけづくりであったとおもいます。また、

ボッチャをやるといった際に、施設の方々は、せっかく出るなら練習しようとボッチャを練

習され、大会に参加されてきたようです。体を動かすきっかけづくりになったわけです。こ

ういうこともきっかけという一つの方法として、地域の中でボッチャをすることでいろいろ

な障害のある方、高齢者から子どもから、つながっていけるのかなと思っております。今後

とも、そういう地域の中で、障害者スポーツも進めていけたらと思うので、ご協力をお願い

したいと思います。よろしくお願いします。 

（西原会長） 

 インクルーシブなスポーツというのをきっかけにしていくということが大事ということで

すよね。 

 あとは、藤澤委員、高体連のお立場でなにかありましたら。 

（藤澤委員） 

 高体連としては、今日、いろいろな話をいただいた中で、中体連のほうで新聞にも出てい

ましたけれども、地域移行という話がいずれ高校にも、どのような形でかかわってくるかと

いうことがなかなか見えないところであります。高校の部活動の中でも競技人口が減ってい

て、競技人口が少ない競技は合同チームでインターハイに出られるようなシステムに変わっ

てきています。それがこのあとどのような形でかかわってくるかにもよりますけれども、高

体連も（中学校の）地域移行完了の令和８年度以降を見据えながら、全国高体連からの話も

踏まえて、そういう話があればこの場でお伝えする機会があるかと思いますし、そういった

ところをまた注視していきたいと思っています。 
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 あとは、今、ちょうど県大会が終わって、これから北信越大会、全国大会という形になっ

ていますが、コロナが落ち着きまして、たまに高体連に、見に行っていいのかという連絡が

現在もきます。今はもう、スポーツ大会には専門部を通して自由に応援に行ってくださいと

いうような話はしておりますので、そういった意味では、やはり高校生のスポーツというの

は皆様からすごく注目していただいて、子どもたちのスポーツを見る、応援するということ

が、スポーツを見る方にもすごく大事なことだなと思いますし、私自身も、そういったスポ

ーツのところに足を運んで競技を視察・応援したりとか、そういったところのかかわりをも

ったりとか、また、別な視点で見るという意味ではプロスポーツを見たりとかといった意味

で、このあといろいろあると思うのですけれども、スポーツにかかわっていく県民が増えて

いけるような形が望ましいかと思っていますので、何かありましたらよろしくお願いいたし

ます。 

（西原会長） 

 若井委員、特に女性スポーツとか、ジェンダーのスポーツとかがありますが、ぜひお話し

ください。 

（若井委員） 

 新潟県女子体育連盟の副会長をしております若井と申します。 

 私は、女子体育連盟という名前があると、女子に特化した指導者のみが集まっている印象

があるかと思うのですけれども、その中でも特にダンスを主軸としたスポーツの指導者が多

く集まっている団体になります。私たちの団体で、学校体育と社会体育との両輪をつないで

いけるような活動をしたいと思い、指導者同士の研鑽の場として、需要づくりなどをメイン

とした研修会であったりとか、指導者同士の交流の場を作ったりしております。また、各発

達段階といいますが、幼稚園の保育士の先生から大学の教員まで、いろいろな各種発達段階

の指導者たちが集まっているのですけれども、中でも見るスポーツに関連するような、幼稚

園から大学生までが集えるようなダンスの発表の場を年に１回、事業として行っております。

このような場を設けることによって、私たちが将来、芸術表現の一つでもあるダンスという

ものを通じて、どのような形で個々の表現を発達できるのかということをお互いに見合える

ことで、感動を味わい、それがまた、心理的スポーツという位置づけでもダンスというもの

を使って発信できる場になっているのではないかと感じております。 

 また、もう一方で、私は今、新潟中央短期大学というところで幼児教育を専門にしている

のですけれども、その観点から感じたこととしまして、先ほど青野先生からもお話がありま

したが、運動やスポーツが嫌いな子どもの割合が非常に多いということで、環境の要因がす

ごく多いという話をされたと思うのですけれども、やはり子どもたちが小さいころからスポ



- 21 - 

 

ーツに対する好印象か、そうではない影響を及ぼすかということは、一番身近にいる親がど

れだけその環境を作ってあげられるかという、大人自身の知識であったり、意識がすごく大

きいのではないかと感じております。親の習慣であったり、周りにいる人たちの運動に親し

む考え方がそのまま子どもに浸透していってしまうということを考えると、子どもにとって

スポーツにかかわる機会がいかに大切かということを学べるような場があるといいのではな

いかと感じております。 

 また体育の授業は、普段遊ぶ中で、運動遊びが好きだけれども、体育の授業になるとすご

く苦手という子どもがいると思うのですけれども、その辺りもつないでいけるような取組み

があるとすごくいいのではないかと感じておりまして、その一つの案として、体育の授業で

行ったことを家庭でも復習というか、家庭でも親御さんと一緒に取り組めるようなことが何

か発信できる取組みができたらいいのではないかなと思っております。学校体育でやってい

ることも、家庭でやっていることも、レクリエーションでやっていることも、何かつないで

いけるようなことができたらいいのではないかと感じました。 

（西原会長） 

 皆さんからご意見をいただきましたが、どうしても最後、発信したいというご発言があれ

ば。 

 よろしいですか。 

 ちょうど時間になりましたので、皆さんからいただいた意見を踏まえて、次回、論点整理

をして、検討していきたいと思います。 

 少しまとめますと、やはり、冒頭出ましたように、これから部活動とか地域の中で新しい

スポーツ環境を作っていくといったことが一つですし、スポーツということにとどまらず、

環境とか、観光とか、まちづくりとか、そういったところまでやはり発展させた推進プラン

を作っていかなければいけないのだろうということだと思います。三つ目はボーダレスなの

だろうと思っています。年齢とか競技、いわゆる育成なのか強化なのかということを超えた

ところでの考え方とか、いわゆる経済格差というものをなくしていくようなこととか、競技

団体ごとの格差をなくしていくとか、ボーダレスで考えていくということが必要なのではな

いかということで、およそ三つくらいに大きくまとめられるのではないかと思いますが、そ

ういった形で事務局でまとめていただければと思います。よろしくお願いします。 

  


